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１．技術進歩が雇用に影響を与えた事例

⑴　よく知られている事例
　まず、技術進歩が雇用に影響を与えるとは具体

的にどのようなことなのか、多くの日本人がよく

知っている具体的な事例を挙げて説明し、そのイ

メージを持っていただこうと思う。イメージがあ

るとその後の理論的考察がよく理解できるからで

ある。

a．米の田植え、稲刈り
　筆者は農家の家に生まれ育ったので、米の一連

の作業は今でも鮮明に覚えている。田に栄養を補

給するため春に田一面にれんげを植える。そのれ
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　現在は人間の労働の一部をAIが担う「補完関係」であるが、AI技術が進むと人間の労働をAIが代替する「代替
関係」に入る。将来の姿はほぼ正確に予測されており、今から対策を検討し、準備しておくことが重要である。
AIの雇用問題を解決する王道は、新しい産業を興して、失う雇用よりも、もっと大きな雇用を創出することであ
るが、現在、AIにより雇用が失われているという現実があるにもかかわらず、そうした新しいAI産業は興きてい
ない。またAI導入により雇用を失った人員に対して一体誰が責任を持ってリスキリングをするか、誰が次の職を
斡旋するのか、という課題も解決していない。リスキリングが重要という声が各所から上がっているものの、こ
れまでスキル研修を企業任せにしてきた国の無策のツケが顕在化している。AIと人間の共存はリスキリングにか
かっていると言える。
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